
知っておきたいマーケティング知識

選定バイブル
キ ワ ドSEO - -



本資料は秘匿性が高いものであるため、著作権者の許可なく、この商材の全部又は一部をいかなる手段においても複製、転載、流用、転売等するこ
とを禁じます。
著作権等違反の行為を行った時、その他不法行為に該当する行為を行った時は、関係法規に基づき損害賠償請求を行う等、民事・刑事を問わず法的
手段による解決を行う場合があります。
本資料に書かれた情報は、作成時点での著者の見解等です。著者は事前許可を得ずに誤りの訂正、情報の最新化、見解の変更等を行う権利を有しま
す。
本資料の作成には万全を期しておりますが、万一誤り、不正確な情報等がありましても、著者・パートナー等の業務提携者は、一切の責任を負わな
いことをご了承願います。
本資料を利用することにより生じたいかなる結果につきましても、著者・パートナー等の業務提携者は、
一切の責任を負わないことをご了承願います。

【推奨環境】
本資料上に書かれている URL はクリックできます。できない場合は最新の Adobe Acrobat Reader DC をダウンロードしてください。（無料）
https://get.adobe.com/jp/reader/otherversions

【著作権について】

本資料は著作権法で保護されている著作物です。
下記の点にご注意戴きご利用下さい。

本資料の著作権は作成者に属します。
　著作権者の許可なく、本資料の全部又は一部をいかなる手段においても複製、転載、流用、転売等することを禁じます。

本資料の開封をもって下記の事項に同意したものとみなします。

1.

2.

3.

4.

5.
6.

はじめに

https://get.adobe.com/jp/reader/otherversions/
https://get.adobe.com/jp/reader/otherversions


キーワード選定とは・・・
SEO対策用の記事を作成するにあたって検索エンジンにおける
検索ボリュームや競合性、関連性を持ったワードを分析し、
上位表示を狙いやすいキーワードを選出する作業のことを指します。

しかし、Web上には数多くのブログやアフィリエイトサイトが存在しており、
人気のキーワードは労力を割いても上位表示が困難になっています。

そのため、キーワード選定を戦略的に行う必要性があります！
このような競争環境の中でより多くのユーザーに自社サイトを閲覧してもらい

コンテンツマーケティングを成功させるためには、キーワードの検索ボリュームだけではなく
「ライバルの記事のクオリティ」「CVが狙えるのか」など多角的な視点

からキーワード選定をしなければなりません。

 キーワード選定とは



SEOキーワード選定の際はアイデアに頼るのではなく、
業務をルーチン化させた方が安定した成果をあげやすいです。

1.Googleキーワードプランナーで候補キーワードを抽出する
2. 関連・サジェストキーワードでロングテールキーワードを探す
3. SEOキーワードで検索上位表示されている競合サイトをリサーチ
4.キーワード選定後はキーワードツリーを作成-内部リンクの設計に取り組む

4ステップを丁寧に実施することにより、
競合の激しいキーワードを上手く避けたキーワード選定及び原稿案が作成しやすくなります。

キーワード選定の方法-具体的なキーワード選定のやり方-

次のページからその方法を詳しく解説していきます！



GoogleキーワードプランナーはGoogleがGoogle広告というサービスの中で提供している機能で
す。

活用することにより狙っているワードの検索ボリュームや競合度合いなどがチェックできます。
検索エンジンとしてのシェアの高さから数値には一定の信ぴょう性が期待できますし、無料でも大雑
把な検索ボリュームは確認できます。

ただし、テクニカルなSEOを実施している方ならほぼ利用しており、そこで発見したキーワードを狙
っても競合性が高いと考えられるので、キーワードプランナーを使ってキーワードを選定するだけで
はライバルと差をつけるのは困難です。

1.Googleキーワードプランナーで候補キーワードを抽出する



キーワードプランナーを使用すれば簡単にターゲットとなるキーワード候補を選定できます。画面の「新しい
キーワードを見つける」というボタンをクリックしてください。

1-1.Googleキーワードプランナーで「新しいキーワードを見つける」

キーワードプランナーを使用すれば簡単にターゲットとなるキーワード候補を選定できます。



1-2.SEO対策したいキーワードを複数入力する

「キーワードから開始」の「画面でビジネスに密接に関連している商品やサービスを入力します」の検索
欄に大雑把に狙っているキーワードを入力すれば関連するキーワードをレコメンドしてくれます。



Step1.キーワードプランナーでキーワード候補を取得

キーワードプランナーにアイデアベースでも良いのでSEO対策したいキーワードを適当に打ち込めば、

システムから候補となるキーワードが出力されます。

なお、検索結果はCSVでダウンロードして加工することも可能です。

検索結果画面の「キーワード候補をダウンロード」ボタンをクリックすればCSVもしくはGoogleスプレ

ッドシートにダウンロード可能です。

ちなみに、検索ボリュームが「1万～10万」のように幅を持って表示されることもありますが、これは

Google広告に課金していないからであり、課金すれば正確な検索ボリュームが閲覧できるようになりま

す。



▲教えて!Gooの画面

例えば、教えて!Gooで「サプリ」と検索すると質問分の中に「スギ花粉に良いサプリは？」という質問があることが分かります。この場
合、「花粉　サプリ」は一定の検索ニーズがあることが予想されます。

参考：Q&Aサイトからキーワードのアイデアを得る

狙うワードおよび記事のアイデアはQ&Aサイトにもあふれています。

Yahoo!知恵袋、教えて！goo、発言小町、OKWAVEなどのQ&Aサイトで狙っているキーワードを入

力、質問文に出てくる単語から関連キーワードを抽出できます。



ライバルサイトのページからもキーワードが抽出可能です。
Q&Aサイト分析のように目視で自社と記事をチェックしてそこからキーワードを推定できますし、
KeywordmapやSimilarWebといった競合分析のための有料ツールも多数リリースされています。

お金のかからない手法だと、Googleキーワードプランナーで「ウェブサイトから開始」の検索欄にライ

バルサイトのURLを入力してレコメンドされるキーワードをリストアップする手法もあります。

1-3.競合サイトのページからサイトのキーワードを抽出する



1~3までの手法でキーワードの候補をリストアップするとおそらく膨大な数になります。
よって、数ある候補の中からフィルタをかけてキーワードを絞り込まなければなりません。

キーワードの絞り方はさまざまな手法がありますが、検索ボリューム数が相対的に少ないキーワードや
入札単価が低い(広告を出稿する価値が無いと思われている)ワードなどを削除していけば良いでしょ
う。
もちろん、明らかにユーザーが求めていないキーワードが混じっている場合も削除対象です。

1-4.フィルタで候補キーワードを絞り込む



一般的にビックキーワードは競合性が高くユーザーのニーズが曖昧になっていることが多いので、
関連・サジェストを元にキーワードに関連したロングテールまで候補を拡張してください。

例えば、「化粧水」という言葉は検索ボリュームが多いと考えられますが、その分だけ化粧品を販売し

たい事業者などがアクセスを狙ってSEO対策を重点的に実施している可能性が高いので上位表示が難し

いと考えられます。

それよりも「化粧水　乾燥肌　30代」「化粧水　無添加」のようによりユーザーのニーズが見えやすく

ライバルが少なそうなキーワードを狙った方が効率は良いでしょう。

2.関連・サジェストキーワードでロングテールキーワードを探す



キーワード選定の際に使用できるツールは数多存在します。

関連キーワードを調べたり、ライバルサイトを詳しく分析したりと高機能なツールは有料の製品も多い
ですが、無料のツールも組み合わせればさまざまな分析が可能です。

「検索ボリューム・関連キーワード」「サジェスト・トレンド」「Q&Aサイト」の3つはツールを使用
して調査してください。

2-1.キーワード選定時に利用したい無料ツール

次のページからキーワード選定に使用できるツールをご紹介します！



▲Ubersuggest
Ubersuggestは狙っているキーワードの検索ボリュームや関連ワードを検証する際に使用するツールです。使用方法はシンプルで検索窓
にワードを入力するだけでそのキーワードに関する検索ボリュームや関連ワード、記事候補などがチェックできます。
Googleキーワードプランナーでは広告に課金しないと正確な検索ボリュームは表示されませんが、Ubersuggestなら無料でほぼキーワー
ドプランナーに近しい検索ボリュームが表示されます。

Ubersuggest（ウーバーサジェスト）-検索ボリュームと関連キーワードが分かる



◀goodkeyword
goodkeywordはサジェストとGoogleトレンドが確認できます。チェックしたいキー
ワードと検索エンジンを指定すれば、エンジンごとのサジェストが表示されます。
また、検索結果にはGoogleトレンドの結果も表示されます。

goodkeyword（グッドキーワード）-楽天サジェストやGoogleトレンドが確認できる



▲ラッコキーワード
ラッコキーワードは昔（ 旧：関連キーワードツール（ 仮名・β版 ））と呼ばれていたツールでGoogleサジェストとQ&Aサイトの関連記
事、Googleトレンドの結果などが表示されます。
goodkeywordと同じような用途で使用しますが、Google以外のサジェストを知りたいならgoodkeyword、Q&Aサイトの検索結果が知
りたいならラッコキーワードの方が良いでしょう。

ラッコキーワード



狙うワードに関連、サジェストまで組み合わせるとクエリの数は膨大になりますが、ユーザーの検索意

図を想定することによりグルーピングできます。

例えばGoogleの「4 New Moments Every Marketer Should Know(すべてのマーケターが知るべき

4つの瞬間)」では検索意図は「Know」「Go」「Do」「Buy」の4つに分類できるとしています。

他にも「インフォメーショナル」「トランザクショナル」「ナビゲーショナル」に分類するパターンも

あります。

いずれにしても検索意図ごとにキーワードをグルーピングすることによりキーワード・コンテンツ管理

が効率的に行えます。

2－2.キーワードをグルーピングする



コンテンツマーケティングでは作成した記事が1位になるとと2位以下になるのでは成果に大きな差が発

生します。

競合サイトと比較して検索上位表示が可能かを判断したうえでコンテンツ制作するべきです。

もちろん、順位付けのアルゴリズムは公開されていませんが、競合の記事の分量や品質をチェックした

うえで、さらに詳しくオリジナリティのある記事を作成できそうか、どのように差別化するのかを考え

てください。

3.SEOキーワードで検索上位表示されている競合サイトをリサーチ



競合調査の際はコンテンツの質といった主観的な点からの調査も必要ですが、被リンク数やドメイン
エイジ、ドメインランキング、サイテーション、ページ数、アクセス数、SNSシェア数などの定量的
な指標からも競合の強さを推測できます。

もちろんGoogleが公式にどのような指標をどのような比重で評価に取りいれているのか公表はしてい
ないのであくまでも競合調査のヒントとして、これらの数値についてツールを使用して分析してくだ
さい。

無料で使えるSEO競合調査ツール



Moz Bar

▲Moz Bar
無料で使用できるSEO競合調査ツールとして「Moz Bar」というツールがあります。Moz BarはGoogle Chromeに拡張機能の一種で
任意のWebページを定量的に評価してくれます。検索上位のWebサイトをこのツールで評価して点数が低い場合は新規参入の余地があ
るかもしれません。
ただし、ページ数が多いと評価が高めに出やすい傾向があるので特にアメブロのようなドメインは高く評価される傾向があるので、割
り引いて考えなければなりません。
ちなみに被リンク数のチェックも行えます。



SEOの観点からはキーワードを抑えるだけではなく、キーワードを反映した各コンテンツが関連性に
合わせて内部リンクで結合されている必要があります。

よって、キーワードが整理できたらワードごとの関連性をマインドマップやキーワードツリーを作成
して可視化、内部リンクの設計もしなければなりません。

4.キーワード選定後はキーワードツリーを作成-内部リンクの設計に取り組む



キーワード選定のコツ-プロでも時間がかかる地道な作業の考え方-

前提としてキーワードの選定作業はSEO対策に慣れたプロでも時間がかかる地道な作業となります。

よって、SEO対策において王道に勝る近道はないのですが、
いくつかのテクニックと経験によって、時間を短縮することは可能です。

次ページからそのテクニックについてご紹介させていただきます。

次のページからそのテクニックについてご紹介します！



▲複合キーワードでユーザーのニーズを明確化する
例えば、「中小企業診断士」というキーワードだけでは漠然としていますが、「中小企業診断士　年収」「中小企業診断士　年収　独
立」といったように複合キーワードが増えるほどユーザーのニーズは明確になります。
複合キーワードを狙うことによってユーザーの検索需要と購買心理が読みやすくなるのでビックキーワードよりも効率的にニーズに合
ったコンテンツを提供できます。

複合キーワードで上位表示を狙うことを目指す

単一のビックキーワードではなく、複合キーワードで上位表示を狙った方が効果は出やすく、対策も立
てやすいです。



キーワードをずらす（言い換えや類義語、口語）ことでアイデアを出す

▲キーワードをずらし上位表示を目指す
競合が激しいキーワードを狙う場合は、そのキーワードの類義語や口語などを考えて少しキーワードをずらすことも有効です。例え
ば、工事現場で動いている油圧ショベルは現場では「ユンボ」と言われることが多いので、「油圧ショベル」が難しいキーワードなら
ば「ユンボ」で狙ってみることも考えられます。
他にも検索しているユーザーのニーズを細かく分析したり専門知識を得たりすることによってさまざまなキーワードの「ずらし」が可
能となります。



Googleはユーザーの検索意図と合致するように検索結果ページを作成しています。

よって、検索結果ページをチェックすることにより、Googleがユーザーはどのような意図で検索して
いると考えているかを予想できます。

例えば、バーティカル検索に表示される順番や、動画や画像の差し込み、スペニット、
LSIキーワード（検索結果画面下部）などからユーザーが何を知りたいのかを予測できます。

検索結果画面をヒントにキーワード選定する



カスタマージャーニーを考えながらCVしやすいキーワードを見極める

コンテンツマーケティングを通じてなんらかの商品販売やメールマガジンの登録などコンバージョン
がある場合はカスタマージャーニーを意識してください。

例えば、「【化粧品の品名】　最安値」で検索しているユーザーはもう買いたい商品が決まってお
り、その商品を販売していなければコンバージョンさせるのが困難だと考えられます。

一方で「ニキビ　治し方」で検索しているユーザーには購買に至るまでには時間が必要でも、病院を
紹介するのも、おすすめのお薬品を販売するのも、あるいはスキンケアに関するメルマガに登録させ
るのでもさまざまなコンバージョンが設定できます。

狙っているキーワードで検索するユーザーはカスタマージャーニーのどの位置にいて、どうアプロー
チすれば良いのかを見極めたうえでマーケティングをしましょう。



▲クリック率の差を示したグラフ
ロングテールキーワードを狙ったSEO対策では基本的に1位を狙う必要があります。検索結果の上位1位と2位ではクリック率は2倍以上
違い、1位と10位では15倍以上クリック率に差があると言われています。(GOOGLE ORGANIC CTR HISTORY | Advanced WEB
RANKING)
ロングテールキーワードは上位表示を狙いやすい反面、検索ボリュームは少なくなります。よって少ない検索ボリュームから確実にア
クセスを獲得するために1位を目指し、競合が激しいキーワードは避けた方が無難です。

競合が激しいキーワードではSEO対策しない



サイト内のページ数が1000を超えたり、権威あるサイトからの被リンクを獲得できない限り、無闇や
たらに行ったキーワード選定による記事制作は、検索エンジンからの評価を分散させることになりま
す。
大手企業にとって市場が小さいロングテールキーワードでの上位表示がサイト運営の成功に繋がりま
す。

medifundは競合サイトの参入が目立たないCVしやすいキーワード選定から、上位表示しやすい記事
制作のコンサルティングを行っています。

小規模サイトほどキーワード選定に資源を投下すべき



最後に

本書を最後までご覧いただきありがとうございました。

SEO 対策というインターネット上だけのマーケティング手法だと思われがちですが、インターネットを利用するのは人間です。

店舗マーケティングや口コミマーケティングと同様に、見込み客のことを徹底的に考え尽くした先に集客の成功があります。
検索をするという大きなアクションは見込み客の貴重な意思表示です。
検索キーワードというヒントを使って顧客本人が気付かない潜在的なニーズを満たし、
貴社のサービスを購入したくて堪らないお客様を楽しませるキッカケとなれば幸いです。

▼SNSでもWebマーケテイングの役立つ知識を更新中▼
→メディファンド公式Twitter
→メディファンド公式facebook

オンライン
無料個別相談

\本資料御覧の方限定！/
コンテンツ SEO、オウンドメディア運用
Web 集客など何でもご相談ください！

https://twitter.com/medi_fund
https://www.facebook.com/medifundpost
https://www.facebook.com/medifundpost
https://medifund.jp/reserve#meeting
https://medifund.jp/reserve#meeting
https://medifund.jp/reserve#meeting

